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元 気に育っています か

1
0月
1
日
受
診
分
か
ら
開
始

乳
幼
児

の
医
療
費
助

成
制

度

日ごとに表情も豊力りこな って、か
わいくなっていく赤ちゃん。成長す
るにしたがって、病気やヶガの心配
も増えてきます。区では、乳幼児が
健やかに育つことを願い、また、保
護者の 負担を軽 減するこ とによ っ
て、安心して子どもを産み、育てら
れるよう。3 歳未満の乳幼児の医療
費を助成することにしました。

こ
の
制
度
は
、3
歳
未
満
の
乳
幼
児

が
。
病
気
や
ヶ
が
な
ど
に
よ
り
病
院
等

で
診
療
を
受
け
た
り
、
薬
剤
の
支
給
を

受
け
た
と
き
の
、
医
療
保
険
の
自
己
負

担
額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

対
象
i
区
内
に
住
所
が
あ
る
乳
幼
児
を

養
育
し
て
お
り
、
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
(
下

表
)
が
あ
り
ま
す

助
成
を
受
け
ら
れ

な
い
方
=
申
請
者
の
所
得
が
制
限
額
(

下
表
)
以
上
あ
る
/
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
/
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
/
心
身
障
害
者
医
療
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
/
ひ
と
り
親
家
庭
の
医

療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る

申
請
=

次
の
も
の
を
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い

①
健
康
保
険
証
(
申
請
者
・
乳
幼

児
)

②
印
か
ん

③
年
金
手
帳
ま
た

は
共
済
組
合
員
証

④
今
年
の
1
月
2

日
以
降
足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前

住
所
地
の
区
市
町
村
発
行
の
所
得
証
明

書
(
児
童
手
当
用
)

※
③
と
④
は
、

足
立
区
に
お
い
て
児
童
手
当
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
不
要
で
す

受
付
=
8

月
2
日
(
月
)
か
ら
(
後
日
、
審
査
結

果
と
助
成
方
法
の
案
内
を
送
り
ま
す
)

申
・
問
先
1
千
庄
本
庁
舎
・
児
童
医
療

係

酋
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

0～2歳の
医療費を助成します

乳幼児医療費助 成の所得制 限額所得金額

控除額一 覧

7月 は

青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
で
す

次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成

す
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
課
題
で
す
。

し
か
し
、
少
年
非
行
は
、
昭
和
5
8年
を

ピ
ー
ク
に
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、
万
引
き
や
高
校
生
に

よ
る
非
行
の
多
発
、
無
職
少
年
に
よ
る

凶
悪
、
粗
暴
な
事
件
の
発
生
、
暴
走
族

に
よ
る
暴
走
行
為
の
頻
発
、覚
醒
(
か
く

せ
い
)
剤
乱
用
少
年
や
、暴
力
団
員
が
関

与
す
る
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
に

よ
る
被
害
少
年
の
増
加
、
青
少
年
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
の
悪
化
な
ど
、
楽
観

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、7

月
を
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
全

国
強
調
月
間
」
と
定
め
、
関
係
機
関
、

関
係
団
体
、
地
域
住
民
等
が
、
非
行
に

対
す
る
共
通
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

非
行
防
止
の
た
め
の
全
国
的
な
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
足
立
区
で
も
、
青

少
年
対
策
地
区
委
員
会
を
は
じ
め
と
し

て
、
関
係
団
体
に
よ
る
街
頭
補
導
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
講
演
会
な
ど
、
様

々
な
健
全
育
成
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

□
平
成
4
年
足
立
区
に
お
け
る
少
年
非

行
の
概
要

少
年
非
行
=
補
導
さ
れ
た
非
行
少
年
は
9
2
9

人
で
、
前
年
よ
り
猖
人
、
3
1・
9
9

減
少
し
ま
し
た
。
内
容
は

、
万
引
き

。

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
申
盗
な
ど
が
多
く

全
体
の
7
0
%
近
く
を
占
め
て
い
ま
す

。

中

心
年
齢
は

、
1
8
歳
以
上
が
2
3
%
を
占

め
て
お
り
、
少
年
非
行
の
高
年
齢
化
が

伺
わ
れ
ま
す

。女
子
補
導
数
は
川
人
で

、

前
年
よ
り
6
7
人

、
2
6・
5
%

減
少
し
ま

し
た
が
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は

、
1
.
5
%

上
昇
し
ま
し
た
。

不
良
行
為
少
年
l

補
導
数
は
2

千
3
5
4人

で

、
前
年
よ
り
9
0
7人

、
刀一
・
8
%

減
少

し
ま
し
た

。
内
容
は

、
深
夜
は
い
か
い

が
9
1
8人
で
3
9
气

喫
煙
が
8
4
2人
で
3
5
・
8

气

無
断
外
泊
が
1
3
1人
で
5
.
6
%と
な

っ
て
い
ま
す

。
中
心
年
齢
は
1
5
～
1
7
歳

で

、
全
体
の
8

割
以
上
を
占
め
て
い
ま

す

。
女
子
補
導
数
は

、
3
9
3人
で

、
前
年

よ
り
2
4
7人

、
3
8
・
6
%

減
少
し

、
全
体

に
占
め
る
割
合
も
2
.
9
%
低
下
し
ま
し

た

。
A

青
少
年
課
V

青少年健全育成
絵画コンクール

絵画募集

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
と
り
と
広
い
視
野

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
　

「
わ
た
し
た
ち
の
道
」
を
テ
ー
マ
に

自
分
の
好
き
な
道
や
足
立
の
道
に
対
す

る
要
望
、自
分
の
歩
ん
で
い
く
道
・
将

来
に
つ
い
て
、作
品
を
募
集
し
ま
す

対
象
=
区
内
の
小
中
学
生
規
格
=
八

つ
ぎ
り
(
2
7
x
3
6
″
)
か
ら
四
つ
ぎ
り
　

(
3
8
x
5
4
`
)
で
、画
用
紙
は
横
に
使

用
。
彩
色
・
画
材
は
自
由

応
募
=
作

品
の
裏
に
応
募
票
(
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
、
作
品
名
)
を
付
け
、
学
校
を
通

じ
て
応
募
(
直
接
郵
送
も
可
)

期
限
1
9

月
1
4日

東
入
選
作
品
の
中
か
ら

数
点
を
「
す
こ
や
か
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

掲
載
し
ま
す

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舍
・
青
少
年
課
調
整
係

(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

≪夏休み親子テスト教室≫

見 分 け ら れ る?
本物・人工イクラ

日
時
1
7
月

2
8
日
(
水
)
、

午
後
1
時
3
0

分
1
3
時
3
0

分
対
象
=

小
学
校
5
～

6
年
の
生
徒

と
そ
の
父
母
2
4

組
4
8

人

(
抽
選
)

内
容
=
科
学

技
術
の
進
歩

で
本
物
そ
っ

く
り
の
食
品

が
別
の
材
料
か
ら
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
親
子
で
人
工
の
イ
ク
ラ
を

作
り
、
本
物
と
比
較
テ
ス
ト
を
し
ま
す

講
師
=
農
林
水
産
省
東
京
農
林
水
産
消

費
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
S

用
9
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

学
年
、電
話
番
号
、「
夏
休
み
親
子
テ
ス

卜
教
室
」
と
明
記

期
限
=
7
月
2
0日

必
着

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
-
3
3
j
l
エ
ル
ーソ
フ
ィ

ア
内
　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
1
5回
足
立
の
花
火
大
会

足
立
区
観
光
協
会
創
立
4
0周
年
記
念

日
時
=
7
月
2
9
日
(
木
)
、午
後
7
時
1
5

分
～
8
時
4
5
分
(
荒
天
の
場
合
は
3
0
日

に
順
延
)

場
所
=
荒
川
河
川
敷
(
千

住
新
橋
1
西
新
井
橋
間
)

問
先
=
観

光
協
会
事
務
局
(
中
央
本
町
庁
舎
・
産

巣
振
興
課
内
)
　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

高
齢
者
無
料
入
浴
券

を
送
り
ま
し
た

往
復
(
ガ
キ
で
申
し
込
み
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
、
入
俗
券
を
6
月
2
3日

に
発
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
届
い
て
い

な
い
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
福
祉
係

ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
刷
で
き
ま

す
。

場
所
=
熱
海
、
犬
吠
埼
、
軽
井

沢
な
ど
1
2ヵ
所

対
象
=
ほ
子
・
父
子

家
庭
の
方

宿
泊
料
=
無
料
。た
だ
し
、

入
湯
税
・
室
料
差
額
等
は
自
己
負
担

(年
度
内
2
泊
ま
で
)

申
込
=
各
施

設
へ
直
接
予
約
(
必
ず
、
ひ
と
り
観
冢

庭
休
養
ホ
ー
ム
利
用
と
告
げ
て
く
だ
さ

い
)
。予
約
後
、各
福
祉
事
務
所
ま
た
は

児
倣
助
成
係
の
窓
口
で
、
利
用
券
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
(
母
子
年
金
・
児
童

扶
養
手
当
証
書
、
児
童
育
成
手
当
支
払

通
知
書
な
ど
、
ひ
と
り
観
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
)

申
・

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)
ま
た
は

千
住
收
庁
舎
・
児
童
助
成
係

足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
で
こ
の
資
金
を
借

り
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立
の
生
計

が
立
て
ら
れ
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方
/
区
内
に
1
年
以
上
居
住
/
世
帯
の

生
計
を
立
て
る
住
民
登
録
上
の
世
帯
主
/

事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充
/
住
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保

証
人
が
1
人

貸
付
=
1
世
帯
1
5
0万円

以
内
(
利
率
2
.
7
%据置
期
間
中
は
無
利

子
)

返
済
=
6
0回
元
利
均
等
償
還
(
6

ヵ
月
据
え
置
き
)

申
込
H‥申
込
甫
を

窓
口
に
持
参
(
用
紙
は
区
民
事
務
所
、

福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
)

期
間
9
7

月
1
9一日
～
2
3日

申
・
問
先
=
千

庄
本
庁
舎
・
貸
付
係

届
き
ま
し
た
か

(福
)医
療
証

醂
老
人
医
療
費
助
成
制
度
は
、保
険

診
療
の
自
己
負
担
額
(
本
人
一
部
負
担

金
を
除
く
)
を
助
成
す
る
都
の
制
度
で

す
。
区
で
は
該
当
す
る
方
に
、
7
月
1

日
か
ら
使
用
す
る
M
医
療
証
を
送
り
ま

し
た
。受
給
資
格
が
あ
る
の
に
叺
医
療

証
が
届
か
な
い
方
、
最
近
転
入
し
て
ま

だ
申
攘
を
し
て
い
な
い
方
、
そ
の
他
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
対
象
=
足
立
区

に
庄
所
が
あ
り
、
大
正
1
2
年
7
月
2
日

～
昭
和
3
年
7
月
3
1
日
生
ま
れ
の
方
/

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
社
会
保

険
等
の
被
扶
養
者
/
所
得
制
限
有
り

(
表
2
)
※
次
の
方
に
は
励
医
療
-
証

は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
/
老
人
保
健
法
医

療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
/
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
/
社
会
保
険
の

被
保
険
者
(
本
人
)
/
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る

問
先
一
千
庄
本
庁
舎
・
高

鵬
者
医
療
係

表1　 福祉事務所一覧

表2　 平 成5 年度(福)所得制限限度額表

※ 3 人以上は、原則として扶養人数が1 人増すごと
|こ、35万円を加算。所得は平成4 年中のものが対
象です。

年

金

6
0歳
説
明
会

日
時
=
7
月
2
7日
(
火
)
、午
前
1
0時
と

午
後
2
時
の
2
同

場
所
=
中
央
本
町

庁
舎
3
階
、
3
0
2
・
3
0
3会議
室

対
象
=

昭
和
8
年
8
月
2
日
I
9
月
1
日
生
ま

れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手

続
き
に
つ
い
て

問
先
=
巾
央
本
町
庁

舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

障
害
・
遺
族
年
金

「
現
況
届
」の
提
出
を

「
現
況
届
」
は
、
年
金
を
引
き
続
い

て
受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。
6
月
下

旬
に
届
出
用
紙
を
郵
送
し
ま
し
た
の

で
、必
要
事
項
を
記
入
し
、押
印
の
上
、

区
民
事
務
所
で
区
長
の
証
明
を
受
け
、

国
四民
年
金
襴
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
次
に
該
当
す
る
国
民
年
金
を
受

け
て
い
る
方
/
2
0歳
前
の
病
気
や
ヶ
ガ

に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
/
障
害
福
祉
年

金
か
ら
切
ひ
替
え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年

金
/
母
子
年
金
か
ら
切
り
替
え
ら
れ
た

遺
族
基
礎
年
金

期
限
=
7
月
末
日

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら

手

続

き

を

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
た
方
で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た

に
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

や
、
そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。
会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険

課
に
は
何
も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続

き
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加

人
の
ま
袤
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必

ず
や
め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

(勤
務
先
の
健
康
保
険
証
/
国
民
健
康

保
険
証
/
届
出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に

持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。

申
込
=
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
癧
(
資
格
喪

失
証
明
蹐
、
離
職
票
、
退
職
証
明
書
な

ど
、や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
/

届
出
人
の
印
か
ん
/
届
出
人
の
住
所

・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
(
運
転
免

許
熈

公
共
料
金
の
領
収
書
等
)
た
だ

し
、
代
理
人
の
場
合
は
不
要
/
家
族
が

す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
は
。
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0歳

未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

(国
民
年
金
を
除
く
)の
受
給
者
は
牟

金
証
書
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書
を
窓

囗
に
持
参
※
届
出
人
が
代
理
人
(
本

人
お
よ
び
同
。
-
-
世
帯
図
以
外
の
方
)
の

場
合
や
、庄
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
な
い

と
き
は
、
保
険
証
は
後
日
郵
送
と
な
り

ま
すい

ず
れ
も
、
変
更
後
日
日
以
内
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
先
=
各

区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

募

集

職
員
募
集

□
足
立
区
職
員
(
保
母
)

選
考
日
1
9
月
2
6日
(
日
)

募
集
=
H

類
約
4
0人
/
Ⅲ
類
昔
干
名

受
験
資

格
=
▽
H
類
…
昭
和
3
9年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
9年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
保
母
資
格
を
有
す
る
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
/
厚
生
大
臣
の

指
定
す
る
保
母
養
成
所
を
卒
業
(
平
成
6

年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
も

可
)
/
平
成
3
年
度
以
降
の
保
母
試
験

に
合
格
/
保
母
資
格
取
得
浚
実
務
経
験
2

年
以
上

▽
Ⅲ
類
・
:昭
和
3
9年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
母
の

資
格
を
有
す
る
方

□
足
立
区
職
員
(
衛
生
検
査
)

選
考
日
・
9
月
2
6日
(
日
)

募
集
=
1

人

対
象
=
昭
和
3
9年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、大
学
を
卒
業
し
、

衛
生
検
査
技
師
免
許
ま
た
は
臨
床
検
査

技
師
免
許
を
有
す
る
方

早
成
6
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見一
込
み
の
方
も
可
)

-

い
ず
れ
も
トト

採
用
予
定
丿
平
成
6
年
4
月
1
日
以
降

申
込
=
椶
歴
書
1
通
を
持
参
ま
た
は
郵

送
受
付
―
午
前
9
時
～
午
唆
5
時
　

(
土
、日
曜
日
夲
啄
く
)
期
限
=
9

月
3
日
消
印
有
効
申
・
問
先
=
千
庄

本
庁
舎
・
人
事
係
〒
1
2
0
千
住
1
4
-

-
1
8

掲
示
板

□
「特
別
饗
護
老
人
ホ
ー
ム
・
扇
」職

員
募
集
理
学
療
法
士
I
大
/
作
業
疳
一

法
±
1
人
/
非
常
動
理
学
療
法
士
、作

業
療
法
士
各
1
人
/
非
常
動
調
理
職
眄

若
千
名
/
い
ず
れ
も
4
5
歳
位
ま
で
/
社

会
福
祉
法
人
聖
風
会
・
林
(
扇
I
-
5
2

-
2
3
)
S
(
3
8
5
6
T
1
9
9

□
同
和
対
策
事
業
「製
靴
技
能
講
座
・

製
甲
コ
ー
ス
」受
講
者
募
集
8
月
3
0

・
3
1
日
、9
月
2
・
3
・
6
・
7
・
9

・
1
0
日
、午
後
6
時
～
9
時
m
一
分
/
2
2

人
/
無
料
/
申
し
込
み
は
8
月
3
・
4

日
、午
前
9
時
～
午
浚
7
時
、直
接
窓

口
へ
/
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校
台
東
分
校

台
東
区
橋
場
1
-
1
1
6

都
立
産
業
労
働
会
館
内

昔
(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
手
話
講
習
会
7

月
1
5日
～
1
2月
1
6

日
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
～

7
時
3
0分
ノ
柬
一叭
祁
大
谷
田
史
乍
館

(人
む
山
-
-
羽
-
3
匸
/
初
級
・
巾

級
、
関
心
の
あ
る
方
/
無
料
/
福
永

霓
3
6
0
5
)
3
7
8
0

□
パ
ー
ト
薬
剤
師
募
集

薬
剤
師
免
許

を
有
す
る
4
5歳
位
ま
で
の
方
若
r
名
/

勤
務
は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

月
2
0日
程
度
/
都
立
駒
込
祠
院
薬
剤
課

・
浮
貝

登
(
3
8
2
3
)
2
1
0
1

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

人権

擁
護

委

員

制

度

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に

よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
と
し
て
、
昭

和
2
4年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
人
権
は
、

人
間
が
平
和
に
生
き
て
い
く
上
で
、
聚

も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な

く
み
ん
な
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
今
年
は
'
0

連
の
一
世
界
人
権
言
4
罵
周
年
」
に
当

た
り
ま
す
。

足
皀
χ
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
痊
擁
護
委
H
(
ド
衣
)
が
い

ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
疑

問
が
あ
る
場
合
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
り

秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時
p
毎
月
第
2

火
曜
日
、
午
汝
1

時
～
4
時

場
所
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
区
民
相
談
室

人権擁護委員名簿

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
4
)

軍
隊
に
お
け
る
差
別
の
糾
弾
も
行
い

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
罔
と
し
て
。
福

岡
連
隊
の
差
別
事
件
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。大

正
1
5年
、
福
岡
連
隊
内
で
差
別
事

件
が
お
き
ま
し
た
。

水
平
袿
の
抗
議
に
よ
り
、
連
隊
や
将

校
へ
の
講
習
会
を
閧
く
約
東
を
し
ま
し

た
が
、
そ
の
約
束
は
守
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
水
平
扛
は
、
福

岡
連
隊
へ
の
入
隊
拒
否
や
差
別
を
や
め

さ
せ
る
た
め
の
署
名
運
動
な
ど
夸
広
く

吁
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
8
年
に
裁
判
所
差
別
事

件
が
お
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
両
川
県
の
同
和
地
区
の
胃

年
が
、
同
和
地
区
外
の
攵
性
と
知
り
劭

い
、
結
婚
を
約
束
し
て
同
棲
し
た
と
こ

ろ
、
女
性
の
父
親
が
I
だ
ま
さ
れ
て
誘

拐
さ
れ
た
」
と
高
松
警
察
署
に
訴
え
た

事
件
で
す
。

高
松
地
方
裁
判
所
は
、「
部
落
民
は
、

結
婚
に
さ
い
し
て
自
分
の
身
分
を
相
手

に
知
ら
さ
ず
結
婚
す
る
の
は
犯
罪
で
あ

る
」
と
し
て
、
同
和
地
区
の
酉
年
を
有

罪
に
し
ま
し
た
。

法
制
上
、
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
る

封
建
的
身
分
を
法
的
に
認
め
、
無
実
の

青
年
の
人
権
を
じ
ゅ
う
り
ん
し
た
悪
質

な
裁
判
と
し
て
、
全
国
の
同
和
地
区
の

人
び
と
を
憤
敵
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
対
し
て
全
国
水
平
社

は
、
同
和
地
区
ご
と
に
糾
弾
闘
争
委
員

会
を
つ
く
り
、
全
国
的
な
活
動
へ
と
嶇

り
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

つ
同
和
問
題
に
闃
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
庄
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当

へ
。

◎ 水の 事故 から 尊い 命を 守ろう ≪東京消防庁≫
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保
健
・
衛
生

ハ
ガ
キ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

成
人
健
康
診
査

近
く
の
指
定
医
療
機
関
で
、
循
環
器

系
・
肝
機
能
等
の
健
康
診
査
を
受
診
で

き
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
で
4
0～
6
4

歳
の
方

費
用
9
6
0
0円

申
込
―
各

区
民
事
務
所
、
保
健
所
、
保
健
相
談
所
、

成
人
健
康
診
査
指
定
医
療
機
関
に
あ
る
(

ガ
キ
ま
た
は
官
製
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記

※
寝
た
き
り
の
方
は
、
9
月
に
高
齢

者
健
康
診
査
を
吁
つ
予
定
で
す
の
で
、

そ
の
際
受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
中
に
満
4
0歳
、

5
0歳
、
6
0歳
に
な
る
方
は
、
成
人
健
康

診
査
と
消
化
器
が
ん
・
肺
が
ん
健
診
を

同
時
に
実
施
す
る
「
節
目
健
康
診
査
」

を
保
健
所
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
節
目
健

診
を
受
診
す
る
方
は
通
知
が
あ
る
ま
で

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
1
8

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

期
間
=
9
月
2
2
日～
1
2
月
8
日
の
毎
週

水
曜
日
(
9
月
2
9
日
・
1
1
月
3
日
は
除

く
)
、
計
1
0
回
時
間
=
午
後
3
時～
5

時
(
予
定
)
場
所
1
つ
き
う
き
館
対

象
=
区
内
在
庄
の
気
管
支
ぜ
ん
息
に
か

か
っ
て
い
る
小
学
生
定
員
a
6
0
人

費
用
9
無
料
申
込
=
印
か
ん
・
保
険

証
を
窓
口
に
持
参
申
込
期
間
=
7
月

1
2
日～
1
4
日
申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
公
害
補
償
係

受
水
槽
の
衛
生
管
理

水
道
の
水
は
、
水
圧
の
関
係
で
3
階

以
上
に
は
上
が
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

マ
ン
シ
ョ
ン
や
病
院
な
ど
の
大
き
な
建

物
で
は
、
受
水
槽
(
タ
ン
ク
)
に
一
度
水

を
た
め
て
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。
建

物
の
所
有
者
は
、
受
水
喞
の
水
の
安
全

性
を
保
つ
た
め
に
次
の
こ
と
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
受
水
喞
の
周
囲
は
常

に
清
潔
に
す
る

▽
給
水
施
設
の
損
傷

等
の
有
無
お
よ
び
状
況
等
に
つ
い
て
定

期
的
に
点
検
す
る

▽
末
端
給
水
栓
の

水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
お
よ
び
味
等
の

異
常
の
有
無
、
並
び
に
残
留
塩
素
の
測

定
を
定
期
的
に
行
う

▽
必
要
に
応
じ

て
水
質
検
査
を
受
け
る

▽
受
水
槽
の

清
掃
を
年
に
1
回
定
期
的
に
行
う

ま
た
、
保
健
所
で
は
、
水
の
衛
生
管

理
に
つ
い
て
の
相
談
を
吁
う
と
と
も

に
、
有
料
で
水
質
検
査
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
飲
み
水
に
つ
い
て
何
か
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
問

い
向
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
乙
に口‥

保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

動
脈
硬
化
予
防
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
の
つ
き
あ
い

上
手
を
さ
ぐ
る

日
程
等
9
表
3
の
と
お
り

対
象
=
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
気
に
な
る
方

定
員

よ
J
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健

相
談
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表3　 動 脈硬化予防教室

精
神
障
害
者

東
和
管
内
家
族
会

柄
神
障
害
者
の
家
族
が
学
び
、
話
し
0

つ
交
流
の
場
で
す
。
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
程
等
↓
″
4
の
と

お
り

時
間
=
午
後
2
時
～
4
時

対

象
=
東
和
保
健
相
談
所
管
内
に
庄
む
欄

神
障
害
者
の
家
族

場
・
申
・
問
先
=

東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表4　東和管内家族会日程

夏
休
み
子
供
料
理
教
室

親
子
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
孫
の
ふ
れ
あ
い

ク

ッ

キ

ン

グ

日
時
1
7
月
2
1
・
2
8
日
、午
唆
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
―
区
内
在
住
の

家
族
1
5
組
3
0
人
(
先
着
順
)

内
容
=
1

日
口
・・・
楽
し
み
な
が
ら
作
る
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニ
ュ
ー
(
エ
ブ
ロ
ン

、
小
皿

、
は
し

を
持
参
)
/
2

日
目
…
家
族
で
楽
し
め

る
体
操
・
ゲ
ー
ム
吊

ぬ
ぐ
い
を
持
参
)

費
用
h

無
料

申
込
=

電
話

塲
・
申

・
問
先
=

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

生
活
環
境

建
設
工
事

施
工
統
計
調
査

こ
の
調
査
は
、
建
設
大
臣
が
指
定
し

た
建
設
業
者
の
主
な
営
業
所
(
本
社
・

本
店
等
)
を
対
象
に
、1
年
間
に
吁
わ

れ
た
憩
汲
工
亊
の
完
成
L
啣
高
や
受
注

高
な
ど
に
つ
い
て
、調
べ
る
も
の
で
す
。

調
査
対
象
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
郵

送
し
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

期
限
=
7
月
2
0日

問
先
=

中
央
本
町
7
舎
・
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
5
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
庄
ま
い
の

力
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
ド
水
道
局
ふ

菅
分
室

豐
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
助
成
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表5　 下水 道告示区域

みんなの健康
足 立 保 健 所f 13855- 4151
干 住 保 健 所f t 3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 き3896- 4004
111 和 保 健 相 談 所 き3606- 4171
央 本 町 保 健 相 談 所f 13880- 5351

干住 本庁舎・保健予防 係f 13882- 1111 ㈹

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団
体
1

事
業
、3
ヵ
月
間
再

掲
畝
不
可
。

投
稿
・
問
先
―
広
報
課

催
し
物

☆
「癒
し
と
し
て
の
自
己
表
現
H
」

マ
展
示
会
(
絵
画
・
習
字
∵
・
・
7
月
9

日
、午
後
1
時
～
6
時
/
1
0
日
、午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
6
時
/
H
日
、午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
▽
影
絵
・
・
・
7

月
H
日
、1
0
時
3
0
分
▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
-
・
7
月
H
日
、午
後
1
時
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
/

無
料
/

主
催
=

オ
ア
シ
ス

・
足
立
精
神
医
療
を
考
え
る
葦
の
会
/

東
京
足
立
病
院
・
赤
松

(
3
8
8
3
)
6
3
3
1

☆
大
輪
朝
顔
盆
栽
作
り
展
示
会
7
月

2
5
日
～
3
1
日
、午
前
8
時
～
H
時
/
北

千
住
駅
西
口
交
乕
裏
広
場
/

無
料
/

大

輪
種
子

、
鉢
陋
え
を
実
賢
で
譲
り
ま
す
/

東
京
朝
顔
愛
好
会
・
澤
田

(
3
8
8
1
)
5
1
0
9

☆
女
性
学
講
座
「
差
別
・
女
性
差
別
I

そ

し
て
男
女
平
等

」7

月
2
5日
(

日
)
、

午
前
1
0
時
～
正
午
し
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

第
三
研
修
室
/
女
性
の
み
/
講
師
…
内

藤
和
美
氏
(
昭
和
女
子
大
学
短
期
大
学

助
教
授
)
/
迦
円
/
直
接
来
場
も
可
/

あ
だ
ち
女
性
学
研
究
・
虹
の
会
/
千
葉
`

‘
(
3
8
4
8
)
1
2
4
9

募

集

☆
夏
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

8
月
2
2
日
～
2
4
日
(
2
泊
3
日
)
/
那

須
高
原
・
少
年
自
然
の
冢
/
子
供
1
万
6

千
円
、
大
人
1
万
7
千
円
ノ
先
椨
1
0
0

人
/
ど
な
た
で
も
参
加
可
/
星
の
会
・

佐
久

き
(
3
8
8
3
)
4
4
2
6

☆
弥
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

毎
週
月
曜

日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
/
九
中
体

育
館
/
小
学
生
対
象
/
高
学
年
は
水
・

七
曜
日
に
練
習
有
り
/
月
額
千
湎
円
/

深
谷

登
(
3
8
8
9
)
3
1
1
4

☆
太
極
挙

肓
週
月
曜
日
ま
た
は
土
曜

日
、
時
間
は
曜
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
/
巾
央
本
町
体
育
館
ほ
か
2
ヵ
所
ノ

入
会
金
3
千
円
、
月
額
3
千
円
/
安
吸

霓
3
8
4
0
)
6
7
4
0

☆
お
茶
の
会

厄
月
第
2
・
4
火
曜

臼
、
午
後
2
時
～
4
時
∠
エ
ル

ーソ
フ

ィ
ア
和
堅
/
入
会
金
溺
円
、
月
額
2
千
5
0
0

円
/
初
心
者
歓
迎
/
小
林

一
3
8
1
ゼ
7
0
1
9

☆
料
理
教
室
(
お
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
)

毎
月
第
3
木
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

青
年
セ
ン
タ
ー
ノ
月
額
2
千
円

将

料
費
込
み
)
/

―
回
の
み
の
参
加
呵
/

鈴
木

豊
(
3
8
8
旦
8
6
2
6

☆
油
絵
(
き
さ
ら
ぎ
会
)
毎
週
火
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
闕
本
セ
ン
タ

ー
ノ
初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
千
円
、
月

額
3
千
沺
円
/
三
谷

(
3
8
8
6
)
3
6
1
4

☆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
第
2

・
4
火
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
月

額
3
千
円
(
花
材
は
自
己
負
担
匸
菅
原

さ
(
3
8
4
0
)
5
1
7
3

☆
オ
ー
ム
ヨ
ー
ガ
の
会

‥毋
週
水
曜

日
、
午
前
1
0時
I
H
時
3
0分
/
興
木
セ

ン
タ
ー
ノ
入
会
金
5
0
0円
、
月
額
2
千
円
/

朝
倉

　
(
3
8
5
7
)
9
5
4
5

◎ 申告所得税第1 期分の納期限は8 月2 日です。納税 は口 座振替で。 ≪西新井税務署≫
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第
3
6回
足
立
区

ラ
ジ
オ
体
操
大
会

日
時
=
7
月
2
5
日
百
)
、午
前
6
時
～

7
時

場
所
=
荒
川
千
住
新
橋
緑
地

「
虹
の
広
場
」

※
雨
天
の
場
合
は
千

寿
第
三
小
学
校
体
育
館

問
先
=
体
育

協
会
a
(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹
ま

た
は
足
立
区
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
・
堀
口
s

(
3
8
4
9
)
7
0
7
8

国保
海の家

山の家

国
保
課
で
は
、
今
年
も
民
宿
な
ど
を

借
り
上
げ
、
左
表
の
「
海
の
冢
・
山
の

家
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
現
在
抽
選

終
了
後
の
空
き
室
利
用
を
受
け
付
け
中

で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
=
8

月
3
0日
ま
で

対
象
=
区
内
在
住
・

在
動
の
方

申
込
=

電話
予
約
の
う
え

使
用
料
を
窓
口
へ

期
限
=
利
用
日
の
3

日
前
ま
で

申
・
問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

〈海 の 家〉

〈 山 の 家〉

一一1部 屋の 定貝6 晝… 4 人 、7. 5畳 … 5 人 、8 畳 … 5 人 、9 星… 4 人j o 星 … 6 人 、1 榛 … 6 人

※ 9 星は、ペ ツド ガ4 台入っ て いま す。溷の 家、山 の 家とも 痍 事や 寝冥 の出 し入n は 、セルフ サービ スで す。

情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と 人 口( 5 年6 月1 日 現 在) 　世 帯257, 915 人　
人 口645, 626 人　

男328, 308 人　
女317, 318 人

青年セ ンタ ーの 催 し

アジアを食べるネコ
ペットフードの大量生産の陰で

日時- 7月14日( 水) 、午後7時～
9 時 対象一青年男女30人 内容
ペ ットフ ードの生岸により引き
起きた、アジアの食糧問題につい
て、大学生のグループが研究報告
し ます 講師一齊藤幸子氏( 上智
大学世界食糧デーグ ループ ・ペッ
トフ ード班) 費用一無料 申込
一当日直接会場へ

子育てセミ ナー手作り教室

「お もちゃを作ろう」
日時- 7月21日( 水) 、午前10時～
正午 対象一幼児のいるお母さん
定員- 20 人( 先着順) 費用=400
円( 材料費) 申込- 7 月6 日の
午前9 時 から電 話 ※ お子さんの
保育をし ます

い ず れ も

場・申 ・問先==青年センターD3890
―0061

あだちスポーツフェスティバル
ステージ発表団体募集

フェスティバル当日、ステージ
で各種団体の演技発表を行いま
す。日ごろの成果をためすチャン
スです。奮ってご応募ください。
日時- 10月10日( 祝) 。午前106寺～
午後4 時 場所一総合スポーツセ
ンタ ーグラウンド 対象一区内で

活動するサークル( エアロビクス、
ジャズダンス、武術、健康体操等)
費用一無料 申込- 7 月30日まで
に電話( 抽選) 申・問先一千住本
庁舎・体育振興係
魯3882- 1111 ㈹

き みの 水をつ か まえよ う!

子ど も体験モニタ ー

日時等一下表のとおり対象一区
内在住の小学校4年～6年生で、

全日程参加できる方 定員- 40 人
(先着順) 費用一無料 申込- 7
月6 日から電話 申・問先一水

と緑の公社B3838 ―8126

こども体験モニター日程

「若い男と女の講座」の
運 営 ス タッフ 募 集
秋に、若い独身の男女を対象に、

男女平等の視点から恋愛・結婚
や、進路・仕事などについて考え
る講座を開催します。合宿も行う
この講座の運営スタッフになって
みませんか。第1回スタッフ会
議- 7月19日( 月) 、午後6時30分～
8時30分対象- 15歳～29歳ま

での独身 の区匣 申込 電 話また
はハガキ( 住所。氏名、年齢、電
話番号。「若い男と女の講座スタッ
フ」と明記) 申・問先一女性総
合センタ ー 〒123 梅田7- 33- 1
エル・ソフィア内

H3880- 5222

ス ズ ム シ を

さ しあげ ます
申込一往復ハガキに住所、氏 名、
電話番号、「スズムシ希望」と明記
(返信用にも住所、氏名を記入し
てく ださい) ※ 抽選 期限- 7
月16日消印有効 配布- 7 月31日
・8 月1 日、元渕江公園( 仮称生
物園) 申 ・問先一公園課生物園
〒121保木間2- 17- 1
魯3858 ―5613

ちびっ子　 野菜収穫
オリエンテーリング

日時- 7 月24日〔二1二〕、午前9 時
場所一入谷中郷公園( 竹ノ獵釈か
ら東武バス、舎人先回り 行き中郷
下車) 対象一親子( 小学生以下) 50
組( 抽選) 内容一親子でクイ

ズをしながら各農園を回り、野菜
(ジ ャガ イモ、小松菜、枝豆等)
を 収穫します ※ 弁当、水筒、軍
手、レジャーシートを持参 費用
一無料 申 込一往 復ハガ キに 住
所、親子の氏名、年齢、電話番号、
「ちびっこ野粟収 穫オリエンテー
リング」と明記( 返信用にも住所、
氏名を記入し てくださ い) 期限- 7

月13日必着 主催一足立区農
業生豪者クラブ 申・間先 中央
本町庁舎・農産 係 〒120中 央本
町1- 17- 103880 ―5118

女と男のフリ ースペース

「子どもの声 届いてますか
子どもの権利と大人たち」

「児童の権利条約」は。18歳ま
での子どもについて、人種・性な
どによる差別の菓止、思想・表現
の自由などの権利を保障するもの
で、国連で採択されました。国内
では、批准に向けての国会審議が
進められています。子どもの権利
と大人たちとのかかわりを、改め
て考えます。日時- 7月16日
( 金) 、午後6時30分～8時30分
対象 一区民 ゲストー喜多明人氏
(立正大学助教授、子どもの権利
条約ネ ット ワーク代表) 定員- 25
人 費用一無料 申込一電 話

場・申・問先一女性総 合センター
〒123梅田7- 33- 1 エル・ソフ
ィア内H3880- 5222

足立の「昔話しを語る」

日時- 7月10日( 土) 、午前10時～
n 時( 毎月第2 土曜日の午前中)
対象一小・中学生 内容一区内に
伝わる「民話」をお聞かせします。7
月は「狸と河童の話」です 講師

一加藤敏夫( 郷土↑専物館特別専門
員) 費用一大人200円、小・中学
生無料 申込一当日直接会場へ
塲・問先一郷土博物館
3620―9393

綾瀬川　みんなで
水質調査

日時- 7月23日( 金) 、午前8時30
分～正午集合場所一教育研究所
前( 旧教育センター) 対象一区
内在住・咄鈞・在学の方( 小学生
以上) 内容一区内の綾瀬川とそ
の流域の河川をバスで回り、川の
様子を 見たり、水質の簡単な調査
をし ます。夏休みの自由研究や区
内ウォッチングにピッタリです
定員- 45 人( 先着順) 費用一無料
申込一電話 申・問先一環境課調
査係 酋3880 ―5375

衆 議 院 議 員 選 挙
最高裁判所裁判官国民審査

投票日時: 7月18日( 日) 、午前7
時～午後6時

≪選挙管理委員会≫

図書館の臨時休館
次の図書館では、図書特別整理

のため休館します。ご不便をおか
けしますが、ほかの図書館をご利
用ください。やよい・東和・興
本・舎人図書館- 7月9日～18日
保塚図書館- 7月10日～19日問
先一中央図書館 酋3840 ―4646

7 月の安売りデー

[ > 青果物・・・7月21日( 水) 、黄緑の
ノボリのあるお店 じ>魚… 7 月16

日( 金) 、青いノボリのあるお店
主催一東京都青果物商業協同組合
千住・西新井・綾瀬支部、関東水
産物商業 協同組合 西新井 ・予住
支部 後援一足立区

●「あだち広報」は再生紙を使用しています N. Si . 240, 000


